
数学Ⅰ 一次方程式 ( )年( )組( )番( )
い ち じ ほ う て い し き

一次方程式
い ち じ ほ う て い し き

「ある数 xを 2倍にすると 10になる」を式で表 すと「( ＝ )」になる。
かず ば い しき あらわ

このように 2 つの数 量の関係を等号(＝)をもちいて表 した式を( ) という。
す うりよ う かん けい と うごう あらわ し き

等号の左 側の式を( )，右側を( )，両方をあわせて( )という。
とうご う ひだ りが わ しき みぎ がわ りよ うほ う

文字(分からない値 )を含む等式を( )という。
も じ わ あたい ふ く とう しき

文字式の次数が 1次の方程式を( )という。
も じ し き じ す う じ ほう ていし き

この方程式を満たす値 を( )といい，解を求めることを，( 方程式を く)という。
ほ うてい しき み あたい かい もと ほう てい しき

等式の性質を使った解法
とうし き せい しつ つ か かいほ う

等式の性質を使って，左辺が x だけの 形になるようにして，解を求める。
と うし き せい しつ つか さ へん か たち か い もと

☆等式の両 辺に同じ数を足しても等しい
と うし き りよう へん お な かず た ひと

(1) x － 5 ＝ 3 (2) x － 4 ＝－2

x － 5 ＋( )＝ 3＋( ) x － 4 ＋( )＝－2 ＋( )
x＝( ) x＝( )

☆等式の両 辺から同じ数を引いても等しい
と うし き りよう へん お な かず ひ ひ と

(3) x ＋ 2 ＝ 5 (4) x ＋ 3 ＝ 7

x ＋ 2 －( )＝ 5－( ) x ＋ 3 －( )＝ 7 －( )
x＝( ) x＝( )

☆等式の両 辺に同じ数をかけても等しい
と うし き りよう へん お な かず ひと

x x
(5) ＝ 3 (6) ＝－42 3

x x
×( )＝ 3 ×( ) ×( )＝－4 ×( )2 3

x＝( ) x＝( )

☆等式の両 辺を同じ数で割っても等しい
と うし き りよう へん お な かず わ ひと

(7) 5 x＝ 10 (8) －2 x＝ 8

5 x÷( )＝ 10 ÷( ) －2 x÷( )＝ 8 ÷( )
x＝( ) x＝( )

※(1)～ (4)の操作を移項という。解法の 2 行目の式は通常は省く。
そう さ い こう かい ほう ぎ よう め しき つうじ よう は ぶ

問題 A 次の方程式のうち，解が 2であるものに○，それ以外に ×をつけなさい。
つぎ ほ うてい しき かい い がい

2 x － 2
(1) 5 (x－ 4)＝－10 (2) ＝ 2 (3) x － 5＝－2 (4) 3 x ＋ 1＝ 52

問題 B 次の方程式を等式の性質を使って解きなさい。
つぎ ほ うてい しき と うし き せいし つ つか と

(1) x － 3 ＝ 2 (2) x － 4 ＝－1 (3) x－ 2＝－5

(4) x ＋ 3 ＝ 7 (5) x ＋ 7 ＝ 2 (6) x＋ 3＝－8

x x x 2
(7) ＝ 2 (8) － 4＝ (9) ＝5 3 2 3

(10) 2 x ＝ 4 (11) －3 x ＝ 5 (12) －6 x＝－10

一次方程式の解法
い ち じ ほう ていし き かい ほう

①方程式のかっこを外す。 ※分数の分子の式にも ( )がある。
ほう てい しき は ず ぶん すう ぶん し し き

②分数の分母を払う。 ※分母の公倍数をかける。
ぶん すう ぶ ん ぼ はら ぶん ぼ こう ばい すう

③文字の項を左辺に，数の項を右辺に移項する。 ※移項すると符号が変わる。
も じ こ う さ へん かず こう う へん い こ う い こう ふ ご う か

④式を整理して a x ＝ b の形 にする。
しき せい り かたち

b
⑤ 両辺を a で 割って x ＝
りよ うへ ん わ

a
問題 C 次の 1次方程式を解きなさい。

つぎ じ ほ うてい しき と

2 x － 3 5
(1) 2 ( x － 1 ) ＝ 10 (2) ＝2 4


